
一 般 質 問

　
　
　
木
製
遊
具
に
つ
い
て
毎

年
の
定
期
点
検
と
日
常
点
検
を

実
施
し
、
必
要
に
応
じ
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
遊
具
は
４
年
度
に
改

修
済
み
で
あ
り
、
今
後
も
標
準

使
用
期
間
を
目
安
に
更
新
を
検

討
し
、
安
全
な
遊
び
場
環
境
を

維
持
し
て
い
く
。

　
　
　
小
規
模
公
園
整
備
と
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
つ
い
て

の
考
え
は

　
　
　
現
時
点
で
新
た
な
公
園

整
備
や
遊
具
追
加
の
考
え
は
な

い
が
、
利
用
状
況
や
住
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
つ

い
て
は
理
念
や
重
要
性
を
認
識

町
長

議
員

町
長

関
係
人
口
の
拡
大
と
持
続

可
能
な
地
域
経
済
活
性
化

　
　
　
交
流
人
口
拡
大
の
成
果

と
関
係
人
口
創
出
に
お
け
る
取

り
組
み
は

　
　
　
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
や

地
域
資
源
を
活
用
し
た
誘
客
事

業
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
な
ど

に
よ
り
交
流
人
口
拡
大
が
図
ら

れ
て
き
た
。

　
一
方
、
観
光
客
数
の
回
復
や

継
続
的
な
関
係
づ
く
り
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
業
や
若
者
と
の
協
働
、
移
住

体
験
ツ
ア
ー
、
応
援
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
築
な
ど
を
通
じ
て
、
関

係
人
口
の
拡
大
と
定
住
人
口
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
事
業
者
減
少
へ
の
支
援

策
は

　
　
　
商
工
会
会
員
は
15
年
間

で
１
１
９
事
業
所
減
少
。
町
で

は
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し
、

設
備
導
入
や
融
資
、
経
営
革
新
、

販
売
促
進
な
ど
各
種
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
、

事
業
継
続
や
賑
わ
い
創
出
を
推

議
員

町
長

議
員

町
長

進
し
て
い
く
。

　
　
　
商
工
会
と
の
連
携
に
よ

る
商
工
業
振
興
策
は

　
　
　
商
工
会
を
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
位
置
づ
け
、
イ
ベ
ン

ト
や
商
品
券
事
業
で
連
携
し
て

き
た
。

　
今
後
も
経
営
相
談
、
事
業
継

承
、
人
材
育
成
、
創
業
支
援
に

取
り
組
む
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
推
進
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
支
援
な
ど

社
会
変
化
へ
の
対
応
も
進
め
て

い
く
。

公
園
整
備
や

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

遊
び
場
環
境
の
整
備

　
　
　
総
合
運
動
公
園
遊
具
の

安
全
点
検
と
改
修
計
画
は

議
員

町
長

※

※

議
員

し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
や
費
用
対

効
果
、
財
源
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
導
入
の
要
否
を
検
討
す
る
。

　
　
　
全
天
候
型
交
流
ス
ペ
ー

ス
整
備
は

　
　
　
屋
外
公
園
は
天
候
や
猛

暑
、
ク
マ
出
没
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。

　
現
在
は
「
く
ず
ま
～
る
」
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
を
活
用
し
て

お
り
、
今
後
は
既
存
公
共
施
設

や
遊
休
施
設
の
活
用
を
含
め
、

多
世
代
が
利
用
で
き
る
屋
内
交

流
空
間
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

議
員

町
長

総合運動公園に設置されている木製遊具

子どもの笑顔を守る公園づくりを

竹
たけ

花
はな

 結
ゆい

 議員

遊具の点検と計画的な更新A
QQ
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凍
霜
害
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
状
況

　
　
　
県
内
各
地
で
果
樹
な
ど

の
凍
霜
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、

当
町
の
農
作
物
被
害
の
状
況
は

　
　
　
５
月
23
日
の
早
朝
、
町

内
全
体
を
低
温
と
強
い
霜
が
襲

い
、
甚
大
な
凍
霜
害
が
発
生
し

た
。

　
被
害
は
速
報
値
ベ
ー
ス
で
、

山
ぶ
ど
う
は
町
内
栽
培
面
積
９

０
０
ア
ー
ル
の
う
ち
、
ほ
ぼ
全

域
で
新
芽
や
若
葉
が
凍
死
す
る

被
害
が
発
生
。

　
葉
た
ば
こ
は
10
～
15
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
の
減
収
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　
こ
の
他
、
園
芸
作
物
、
デ
ン

ト
コ
ー
ン
等
に
お
い
て
は
一
部

で
被
害
が
見
ら
れ
る
も
の
の
影

響
は
限
定
的
で
あ
る
と
見
込
ん

で
い
る
が
、
今
後
の
生
育
へ
の

影
響
な
ど
を
引
き
続
き
注
視
し

て
い
く
。

　
今
後
、
最
終
的
な
着
果
数
や

収
穫
量
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
が
、
栽
培
農
家
が
安
心
し
て

営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
関

議
員

町
長

係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

詳
細
な
被
害
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

今
後
の
対
応
方
針
・

考
え
方

　
　
　
凍
霜
害
の
分
析
を
基
に

し
た
今
後
の
対
応
方
針
は

　
　
　
気
候
変
動
へ
の
対
策
は

恒
常
的
な
課
題
と
し
て
と
ら
え

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
町
と
し
て
は
「
農
家
の
経
営

安
定
」、「
将
来
的
な
生
産
量
の

維
持
発
展
」、「
特
産
品
で
あ
る

ワ
イ
ン
の
原
材
料
確
保
」
の
３

点
を
優
先
事
項
と
し
て
短
期
・

議
員

町
長

中
長
期
の
両
面
か
ら
関
係
機
関

と
連
携
し
、
被
害
の
最
小
化
や

対
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
最
新
の
防
除
技
術
を
取
り
入

れ
る
な
ど
し
、
栽
培
農
家
が
希

望
を
持
っ
て
生
産
に
取
り
組
め

る
よ
う
、ま
た
「
ワ
イ
ン
の
町
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
凍
霜

害
に
強
い
持
続
可
能
な
山
ぶ
ど

う
栽
培
の
確
立
に
向
け
た
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
。

凍霜害にあった山ぶどう圃場（鍋倉地区）

インクルーシブ遊具の例

被害前の山ぶどう圃場（鍋倉地区）

凍霜害による被害状況は

山
やま

崎
ざき

邦
くに

廣
ひろ

 議員

山ぶどうはほぼ全域で被害A
QQ

※�

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
仕
事

や
サ
ー
ビ
ス
、
暮
ら
し
の
仕
組
み

を
見
直
し
、
よ
り
便
利
で
効
率
的

な
も
の
へ
変
革
す
る
取
り
組
み
。

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
社
会

や
生
活
を
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と

を
目
指
す
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

年
齢
・
性
別
・
障
が
い
の
有
無
な

ど
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
一
緒
に

遊
び
、
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
遊
具
。
互

い
を
理
解
し
、
多
様
性
を
尊
重
す

る
心
を
育
む
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
る
。 用

語
の
解
説
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